
福岡城西三の丸、御下屋敷の表と裏 (現在は、舞鶴中学校と舞鶴公園西側広場)(写真提供 :しんわ資料室)

「歴
史
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

鴻
臆
館

・
福
岡
城
跡
歴
史

・
観
光

・

市

民
の
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
観

桜
の
宴
、
観
月
の
宴
を
は
じ
め
、
福
岡

歴

史

観

光

市

民
大

学

や
博

多

ど
ん

た

く

福

岡
城

演

舞

台

の
開
催

な

ど

福
岡
城

に
ち
な
ん
だ
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
の

活
性
化
に
ご
尽
力
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
、
歴
史
遺
産

、
文
化
、
食
な
ど
地
域
資
源
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く

り
が
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
中
央
区
は

に
ぎ
わ
い
の
最
先
端
を
行
く
天
神
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
鴻

臆
館
跡

や
福
岡
城
跡
な
ど
多
く
の
歴
史
資
源

に
恵
ま
れ

て

お
り
、
こ
れ
ら
を
地
域
の
活
性
化

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域

の
歴
史

に
対
す
る
市

民
の
関
心
も
た

い
へ
ん
高
く
、

区
市

民
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

「福
岡
地
域
史
講
座
」

に
は
定
員
を
大
き
く
上
回
る
応
募

が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
二員

会
を

は
じ
め
、
郷
土

史

の
ぼ
せ
も
ん
倶
楽
部

や
福
岡
歴
史

探
訪

ガ
イ

ド
、
福
岡
商

工
会
議
所
な

ど
の
様

々
な
地
域

団

体

が
中
央

区
の
地
域
紹
介

・
歴
史
観
光

ガ
イ
ド
を
活

発

に

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
〇

一
一
年

に
は
九
州
新
幹

線
鹿
児
島

ル
ー
ト
が
全
線

開
業
い
た
し
ま
す
。
福
岡
の
魅
力
を
発
信
す
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
が
到
来
す

る
訳
で
す
。
中
央
区
と
し
て
は
、
一員
会
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
市
民
が
地
元
へ

の
愛
着
を

深
め
、
ま
た
、
観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
取

り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
九
州
は
も
と
よ
り
広

く
海
外

か
ら
の
観
光
客

に
約

二
〇
〇
〇
年

に
お
よ
ぶ

ア
ジ

ア
と
の
交
流
の
歴
史

に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。



平成 21年 6月 8日開催の第5回通常総会及び第8回理事会に於いて下記の事項が承認されました。
1.平成 20年度事業報告及び収支決算 1.平成 21年度事業計画及び収支予算 3.役員選任の件

【平成 20年度事業報告書】‐■ ■ ■‐ | |
平成20年4月 1日 から平成21年 3月 31日 まで
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1事業収入 ‐
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たく―率舞台‐

観月の宴

■研究■啓発事業 |‐

市民大学

2管理費  ‐

1経常支出合計  |
皿 その他資金収入の部
■雑収入  ■  |

1その他資金収入合計

当期収支差額

曲 繰越収支差額 ・ ‐

次期繰越収支差額
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幸麓1年4負 i白ふら卑が最勇夕ξ電諄撃ζ子言譴言蜃計
SiPO法人1鴻臆館 1福岡域跡歴史 1観光1市民の会

1本総会集結の時をもちてヽ 現在役員全員が

任‐期満了`|な―りま.すので、1稼ゆ

`役
員の選任

をお願いするものであります。
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平成卿岬庫役員候補者は夕のとおりであります
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顧間■麻生 渡‐

顧問 ■吉田 宏‐

顧間 1河部1浩幸
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福岡県知事■ ‐■

福岡市長 ・  ■

福岡‐商工会議所会頭

黒田家●(161代 )●
科   目 金額.(単位 :円 )

1

II

Hl

経常収入の部
‐  |

1会費収入    ‐
2事業収入  |  ・
観桜の宴
■どんたく舞台 ■
観月の宴
■観光歴史大学 ■
史跡探訪バスツアー

1古代富道 (‐乗託事業)
観光案内所(受託事業)

32淵悽雪繁ら轟夫
経常駆入合.t‐ |  :
経常支出の部

‐

1事業費|  ‐‐
観桜の宴

‐どん/c‐ く舞台
‐観月の宴 

‐  ・
観光歴史大学
1史跡探訪バスツアニ

声代富道 (受託事業)
観光案内所(受託事業

‐
)

機関紙発行
2管1理費 |     .
3予備費
経常支出合計 |■  ■
経常収支差額    ‐
その他資金収入の部 |

その他資金収入合計

その他資金

=出
の部|

その他資金支出合計
当期収支差額 |  ■
前期繰越収支差額  

‐

次期繰越収支差額

2,900,00( 2.900,Oo(

50,Oo(

6:500,00(

6,000,Oo(

1,000100(

240,00(

2,500,00(

3,600,00{

480,00(

6,200,Olll

6:000,OKll

100000(

240,oO(

2,500,00(

3:600,00(

10000111 102000(

1289000C

1:770,00(

10000(

3,580,041

※退任 理事 1井口‐雄哉 |‐ ・  ・  ‐

※死去‐顧間 1黒日 長久 ‐ ・  ■ ‐
|‐ . ■ ‐‐平成 211年,2月1261日死去

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鴻
臆
館

・

福
岡
城
跡
歴
史

・
観
光

。
市
民
の
会

第
五
回
通
常
総
会
報
告

日
時
　
平
成
２‐
年
６
月
８
日

（月
）

‐４
時
～
１５
時
３０
分

場
所
　
読
売
新
聞
西
部
本
社
ｌ
Ｆ

よ
み
う
リ
プ
ラ
ザ

審
議
事
項

第

一
号
議
案

平
成
２０
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案

平
成
２‐
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案

平
成
２‐
年
６
月
３０
日
役
員
任
期

満
了
に
つ
き
役
員
選
任
の
件

５
月
２６
日
（火
）
の
理
事
会
を
経
て
、

総
会
が
右
記
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
今
期
は

９
名
で
再
任

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
他
の
項
目
で

・
グ
リ
ー
ン
バ
ス
の
有
効
性
と
観

光
案
内
を
考
え
る

・
藤
香
会

・
黒
田
奨
学
会
か
ら
の
報
告

。
本
丸
御
殿
や
櫓
か
ら
作

っ
て
い

く
方
法
も
考
え
ら
れ
る

な
ど
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
運
営
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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1)特定非営利活動に係る事業

事業内容 実施日時 実施場所 進事者人数
そ益対象者
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嘲
醐
醐
醐
鶉
面
騨

枷

期 媛
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Ⅷ
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凱
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側
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脚

３８

　

２。
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■.  0
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鰤

人

　

回
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婢 民3.鰤証油

(2)その他の1事業
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監 事

‐事
・
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事
・

‐
‐
‐
事
・

‐
事
・

‐
事
・
専
・
事
・
専
■
博
一

理

理

理

理

理

理

理

理

理

研 響

中島 敏行

吉谷 ‐正人

稲員大三郎

緒泄 軒

岡部定す郎

各務 ‐章
高倉 清子

西 憲■郎

仁由 辰治

無
・
無
一
無
一
無
●
無
●
無
■
無
●
無
■
無
■
無

再 .■ ‐
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再 1任 ‐

再 1任 ‐

再 ‐■
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再 任
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事業内容 実施日爵 実施場所 忙事者の人す

募金活勤事業個人団体への募金活動 随時 随所 10人
〈2)その他の事業

個人団体べの募金活動
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福
岡
城
探
誌

学
関
静
さ
の
人
ん
人

藤
　
金
之
助

異

興

囲
銅
痰

藩
主
ど
一は
い
た
隠
居
光
之
の
影
響
の

も
と
で
藩
政
を
進
め
ざ
る
を
得
な
か
つ

た
綱
政
の
苦
労
は
長
か
っ
た
が
、
厳
し
い

藩
の
財
政
の
な
か
勤
勉
な
農
民
を
表
彰

し
た
り
ヽ
年
貢
徴
収
の
役
人
に
は
厳
し
い

姿
勢
で
臨
む
な
ど
こ
ま
か
い
善
政
を
心

掛
け
た
。

ま
た
財
政
建
て
直
し
の
た
め
、
光
之

と
相
談
、
幕
府
の
許
し
を
得
て
藩
札
の

発
行
に
踏
み
き
る
が
、
そ
れ
も
数
年
後
に

は
札
銀
と
正
銀
の
取
り
替
え
が
滞
り
商

人
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
米
酒
な
ど
の
高

騰
を
招
き
失
敗
に
終
わ
る
。

こ
の
時
期
、
か
ね
て
か
ら
反
目
し
て
い

た
光
之
側
近
と
綱
政
側
近
と
の
利
害
が

対
立
、
つ
い
に
は
光
之
、
綱
政
親
子
の
不

仲
ま
で
に
発
展
す
る
。

こ
の
事
態
を
憂
慮
し
な
が
ら
光
之
が

死
去
す
る
と
綱
政
は
直
ち
に
藩
政
改
革

に
着
手
、
藩
札
発
行
失
敗
の
責
任
者
で

あ
る
重
役
ら
の
処
罰
を
行
い
、
さ
ら
に
立

花

一
門
を
含
む
光
之
側
近
派
の
謂
正
を

断
行
し
た
ｏ
宝
永
五
年
七
月
に
は
幽
閉

中
の
兄
、
綱
之
が
急
死
す
る‐
。

光
之
の
側
用
人
で
あ
っ
た
立
花
実
山

は
光
之
の
死
後
＾
剃
髪
し
て
自
身
が
創

建
し
て
い
た
東
林
寺

（博
多
駅
前
）
に
謹

慎
し
て
い
た
が
飯
塚
の
鯰
田
村
に
蟄
居
＾

入
牢
の
後
、
処
刑
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
の
領
民
に
と
っ
て
藩
と
は

国
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も

「藩
」
と

は
垣
根

と
か
境
界
を
示
す
意

味

で
あ

り
、
各
藩
は
隣
藩
と
の

境
・界
の

守
り
を

固
く
し
た
が
紛
争
も
度
々
起
こ
つ
た
。

綱
政
治
世
で
・は
筑
前

、
肥
前
の
国
境

で
あ
る
脊
振
山
の
領
有
権
争
い
が
有
名

で
、
地
元
で
は
解
決
が
つ
か
ず
、
と
う
と

う
幕
府
が
乗
り
出
し

‐、佐
賀
藩
の
地
図

の
方
が
脊
振
山
に
詳
し
か
っ
た
の
で
福

岡
藩
が
敗
訴
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ

ユ″ヽ
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一．　．

日
本
各
地
で
こ
の
よ
う
な
領
土
を
め

ぐ
る
紛
争
が
絶
え
ず
元
禄
十
年
、
幕
府

は
各
藩
に
詳
細
な
地
図
を
作
製
、
提
出

す
る
よ
う
命
じ
た
。
福
岡
藩
で
も
四
一年

が
か
り
で
正
確
な
地
図
を
完
成
し
た
が

こ
の
「元
禄
絵
図
」
に
よ
り
隣
藩
と
の
協

議
を
重
ね
て
国
境
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

綱
政
の
治
世
は
元
禄
元
年

■
六
八
八

年
）
か
ら
正
徳
元
年

二

七

一
一
年
）
ま
で

の
二
四
年
間
で
あ
っ
た
が
そ
の
大
半
は

元
禄
の
三
ハ
年
間
で
あ
る
。
元
禄
時
代
と

は
将
軍
綱
吉

の
も
と
文
字
、
美
術
、
演
劇

な
ど
が
絢
爛
と
開
花

し
た
時
期

で
あ

′０
。

綱
政
は
藩
政
改
革
、
国
境
紛
争
、
自
然

災
宝
口
、
朝
鮮
通
信
使
の
対
応
な
ど
数
々

の
苦
難
に
堪
え
な
が
ら
も
生
来
の
学
問

好
き
で
文
化
人
で
あ
っ
た
。
絵
を
狩
野
永

真
に
つ
い
て
学
び
、
書
九
戸
の
東
照
官
、
香

椎
、
宇
美
、
太
宰
府
、
塾
言
回
、
住
吉
な
ど
の

神
社
に
自
筆
の
絵
馬
を
寄
進
し
て
い
る
。

ま
た
学
者
を
育

て
優
遇
し
た
が
、
そ

の
庇
護
の
も
と
貝
原
益
軒
な
ど
も
自
由

に
そ
の
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
江
戸
期
の
農
学
を
代
表
す
る
宮
崎

安
貞
も

そ
の
ひ
と
り
で
、
著
書

で
あ
る

「農
業
全
書
」
は
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
り
、
水
戸
光
囲
が

三

日
も
手
離
な

せ
な
い
書
で
あ
る
」
と
激
賞
し
て
い
る
ほ

ど
で
あ
る
。

正
徳
元
年
、
綱
政
、
五
三
歳
で
死
去
、

菩
提
寺

の
崇
福
寺

に
葬

ら
れ
る
。
昭
和

二
五
年
五
月
、
黒
国
家
墓
所
の
改
葬

が

行
わ
れ
た
が
、
綱
政
の
墓
の
中
か
ら
ミ
イ

ラ
に
な
っ
た
遺
体
が
出
て
き
た
。
福
岡
藩

は
長
崎
警
備
の
役
目
が
ら
海
外
の
文
物

に
触
れ
る
機
会
も
多
く
、
す
で
に
エ
ジ
プ

ト
の
ミ
イ

ラ
も
入
手
、
製
法

の
研
究
も

行

っ
て
い
た
。
綱
政
の
死
で
藩
内
が
動
揺

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
そ
の
死
を
暫
ら
く

秘
す
必
要
が
あ
り
、
藩
医
の
鷹
取
養
巴

ら
の
手
で
腐
敗
防
止
の
処
置
が
施
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。

遺
体
は
九
大
医
学
部
の
北
条
教
授
に

よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
が
豪
華
な
絹
と
麻

の
衣
装
も
そ
の
ま
ま
で
マ
ゲ
を

つ
け
、
ま

つ
毛
、
ひ
げ
も
残

っ
て
手
足
の
筋
肉
も
自

由
に
動
い
た
と
い
う
。
福
岡
藩
の
高
度
な

医
術
を
身
を
も

っ
て
示
し
た
綱
政
の
遺

体
は
丁
重
に
墓
に
戻
さ
れ
永
遠
の
眠
り

に
つ
い
た
。

と
な
っ
た
能
舞
台
を
造
り
ま
し
た
。

以
後
、
明
治
維
新
ま
で
歴
代
藩
主
の
「御

館
」
と
し
て
続
い
て
き
ま
し
た
。

【御
下
屋
敷

【
表
】

現
在
の
舞
鶴
中
学
校

福
岡
藩
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
所
や
大
広
間

が
あ
り
ま
し
た
。
屋
敷
内
に
は
能
舞
台
も
あ

り
ま
し
た
。

明
治
初
期
、
福
岡
県
庁
の
庁
舎
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【御
下
屋
敷

”
裏
】

現
在
の
舞
鶴
公
園
西
側
広
場

黒
田
藩
主
三
代
目
光
之
以
降
の
藩
主

私
邸
が
置
か
れ
「御
館
Ｌ
御
下
屋
敷
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

御
茶
屋
・御
庭
・池
も
あ
り
ま
し
た
。

明治初期に撮影された御下屋敷の表門と塀 (福岡市博物館蔵)
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平
成
二
十
一
年

福
岡
城

観
月
の
宴

月
の
出
　
十
七
時
四
十

一
分

◆
と
き
予

颯

凩
十

攣
ヾ

十

餘

瞼

囃
《
緻

〉

受
付
十
六
時
　
間
演
十
六
時
半

〈満
月
当
夜
〉
小
雨
決
行

◆
と

こ
ろ

蛉
鰊
絃
吻
は
文
隧

（福
岡
市
中
央
区
城
内

一
）

最
寄
り
の
バ
ス
停
・西
公
園
、荒
戸
一丁
目

最
寄
り
の
地
下
鉄
・大
濠
公
園
　
　
　
　
一

◆
観
月
弁
当
券

三
千
円

屋
席
つ
三

（弁
当
、お
土
産
、お
神
酒
、プ
ロ
グ
ラ
ム
付
）

会
場
内
に
は
野
点
茶

（抹
茶
、
煎
一茶
ヽ

各
種
バ
ザ
ー

（月
見
弁
当
、
飲
み
も
の
、

お
菓

子
他
）
、
休
憩

コ
ー
ナ
ー
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

お

知

ら

せ

鰊
隧蜆膨んたく曇鑢け

で蜃錬拗ゝ傷ましよは

福
岡
城
ど
ん
た
く
演
舞
台

（福
岡
城

・
市

民

の
会
、
読
売
新
聞
西
部
本
社
主
催
）
も

五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

五
月
三
日
、
九
時
四
十
分
、
舞
台
開
き
神

事
を
光
雲
神
社
宮
司
石
津
様

に
よ
り
、
お
ご

そ
か
に
執
り
行
わ
れ
、
ど
ん
た
く
ス
タ
ー
ト

で
す
。

今
年
は
宮
崎
市
か
ら
初
参
加
の
ま

つ
り
え

れ
こ
っ
ち

や

。
み
や
ざ
き
ど
ん
た
く
隊
、
宮

崎
サ
ン
シ
ヤ
イ

ン
レ
デ
イ
と
お
ど
り
隊

の
皆

さ
ん
が
大

い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
崎
観
光
協
会
に
よ
る
物
産
展
で
は

炭
火
焼
き
の
地
ど
り
、

マ
ン
ゴ
ー
の
キ

ャ
ラ

メ
ル
な
ど
が
販
売
さ
れ
人
気
を
呼
ん
で
お
り

ま
し
た
。

「筑
前
今
様
」

「日
韓
親
善
交
流

の
舞
踊
」

連
続
六
十
四
回
皆
勤
賞
を
誇
る

「
コ
ス
モ
ス

じ
ろ
長
ど
ん
た
く
隊
」

「中
津
黒
田
武
士

の

会
ど
ん
た
く
隊
」
な
ど
な
ど
三
十
八
団
体

約
二
〇
〇
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

五
月
四
日
は
福
岡
城
の
演
舞
台
な
ら
で
は

の
出
し
も

の

「黒
田
藩
伝
古
武
道
」

「藤
堂

輝
明
民
謡
花
舞
台
」
等
、
雨

に
も

め
げ
ず

皆
様
の
ど
ん
た
く
出
演

へ
の
情
熱
に
感
激

い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
演
舞
台

に
お
こ
し
下
さ

っ
た
方
々
は

三
日

・
三
三
〇
〇
人
、
四
日

・
三
二
〇
〇
人
、

総
勢
五
五
〇
〇
人
の
皆
様
で
す
。

博
多
祝

い
う
た
手

一
本
で
ど
ん
た
く
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

(博多松囃子)(フラ・力・マヒナ・ポーマイカイ)
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警
回
神
社

三
角
堂
鍼
灸
院

不驀
褥
洋
蒙
』

真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、

ご
指
導
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
会
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
な
ど
の
お
声
を

お
聴
か
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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